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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期連結
累計期間

第47期
第３四半期連結

累計期間
第46期

会計期間
自平成24年１月１日
至平成24年９月30日

自平成25年１月１日
至平成25年９月30日

自平成24年１月１日
至平成24年12月31日

売上高（千円） 17,205,035 18,112,443 23,369,263

経常利益（千円） 609,449 730,589 928,159

四半期（当期）純利益（千円） 339,755 424,258 516,966

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
354,005 488,812 556,789

純資産額（千円） 6,005,048 6,873,355 6,207,833

総資産額（千円） 16,084,861 21,522,358 24,011,191

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
37.81 46.07 57.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 44.97 －

自己資本比率（％） 36.8 31.5 25.5

　

回次
第46期

第３四半期連結
会計期間

第47期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
16.10 13.54

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．平成25年７月1日を効力発生日として普通株式１株を２株に分割いたしました。１株当たり四半期(当期)純

利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、株式分割が前連結会計年度の

期首に行われたと仮定して算定しております。

　　　　４．第46期第３四半期連結累計期間及び第46期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式はありますが、希薄化効果を有しないため記載しておりません。 　　

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

    　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州債務問題の長期化や、中国経済の減速などの不安材料があ

るものの、新政権下での経済政策、金融政策による期待感から、景気は緩やかな回復基調にて推移いたしました。

　このような経営環境下において、当社グループは、新しい価値の創造により、顧客に感動を、社員に夢を、株主に

満足をもたらす経営理念の下、従来にも増して継続的な営業努力と効率的な事業運営を図り、売上の拡大と原価の抑

制に努め、経営計画の達成を目指していく所存であります。

　

　各セグメント別の概況は以下のとおりとなっております。

（情報サービス事業）

　システムソリューションにおいては、大口取引先の投資抑制などにより売上が低調に推移したものの、情報処理

サービスにおいては、郵便局関連の情報処理サービス、ガソリンスタンド向け処理などにより売上が順調に推移し、

また、システムインテグレーション・商品販売においては、オートオークション業向けシステム案件、GoogleAppsや

Google検索サーバなどのGoogle関連案件、モバイルアプリ開発案件、医療機関向けシステム案件などにより売上が伸

長いたしました。

　以上の結果、情報サービス事業の売上高は90億14百万円（前年同期比2.3％増）、営業利益は３億81百万円（前年

同期比17.7％増）となりました。 　

　

（収納代行サービス事業）

　収納代行サービス事業においては、新規取引先の獲得が順調に推移すると共に、通信販売業やネットショップ、地

方自治体向け公金収納などの既存取引先における収納件数が増加いたしました。またスーパーマーケットや小規模コ

ンビニエンスストア向けの収納窓口サービスの導入店舗数も順調に増加いたしました。

　以上の結果、収納代行サービス事業の売上高は90億97百万円（前年同期比8.4％増）、営業利益は３億35百万円

（前年同期比31.1％増）となりました。 　

　

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は181億12百万円(前年同期比5.3％増)、利益において

は、営業利益は７億32百万円(前年同期比24.2％増)、経常利益は７億30百万円(前年同期比19.9％増)、四半期純利益

は４億24百万円(前年同期比24.9％増)となりました。 　

　

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比較して24億88百万円減少し、215億22百万円となり

ました。これは主に東濃データセンター建設に係る建設仮勘定の計上により、その他有形固定資産が９億28百万円増

加、また、現金及び預金が７億19百万円増加したものの、収納代行サービス事業に係る預り金の入出金タイミングの

影響を受けて金銭の信託が33億１百万円減少、また、受取手形及び売掛金が５億11百万円減少したことによるもので

あります。

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して31億54百万円減少し、146億49百万円となり

ました。これは主に長期借入金及び一年内返済予定の長期借入金が５億円増加、また、賞与引当金が２億95百万円増

加したものの、収納代行サービス事業に係る預り金の入出金タイミングの影響を受けて収納代行預り金が33億71百万

円減少、また、買掛金が３億19百万円減少したことによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して６億65百万円増加し、68億73百万円となり

ました。これは主に利益剰余金が２億29百万円、新株予約権の行使により資本金、資本剰余金がそれぞれ１億86百万

円増加したことによるものであります。 　
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動  

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社電算システム(E21740)

四半期報告書

 4/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 29,760,000

計 29,760,000

　 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

     提出日現在
発行数（株）

（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,884,600 9,904,100

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一

部）　

単元株式数は100株

であります。

計 9,884,600 9,904,100 － －

　　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日

（注）１
4,721,700 9,443,400 － 1,056,795 － 756,651

平成25年７月１日～

平成25年９月30日

（注）２

441,200 9,884,600 127,506 1,184,302 127,506 884,158

（注）１．普通株式１株を２株に分割したことによるものであります。

２．新株予約権の行使による増加であります。

３．平成25年10月１日から平成25年10月31日までの間に、新株予約権の行使により発行済株式総数が19,500

株、資本金が5,635千円、資本準備金が5,635千円増加しております。

　 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式 　 127,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,591,800 45,918 －

単元未満株式 普通株式    　2,600 － －

発行済株式総数           4,721,700 － －

総株主の議決権 － 45,918 －

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数

（株）

他人名義所
有株式数

（株）

所有株式数
の合計

（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

（自己保有株式）

㈱電算システム　
 岐阜市日置江一丁目58番地 127,300 － 127,300 2.69

計 － 127,300 － 127,300 2.69

（注）平成25年７月１日付で普通株式１株を２株に分割いたしました。また、単元未満株主の請求にもとづく単元未満株

式の買取りを行ったことにより、単元未満株式を含め、254,854株となっております。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金
※ 3,481,271 ※ 4,200,480

金銭の信託
※ 13,222,743 ※ 9,921,536

受取手形及び売掛金 3,688,643 3,176,684

有価証券 100,000 －

商品 52,092 58,954

仕掛品 397,040 261,883

前払費用 116,788 137,950

繰延税金資産 57,542 128,383

その他 12,773 5,212

貸倒引当金 △2,169 △1,845

流動資産合計 21,126,726 17,889,240

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 578,267 561,122

土地 661,030 661,030

その他（純額） 347,156 1,275,985

有形固定資産合計 1,586,455 2,498,138

無形固定資産

ソフトウエア 474,305 309,753

その他 41,925 31,903

無形固定資産合計 516,231 341,656

投資その他の資産

投資有価証券 359,369 483,726

繰延税金資産 33,748 13,817

差入保証金 279,606 287,365

その他 109,677 8,759

貸倒引当金 △623 △346

投資その他の資産合計 781,778 793,323

固定資産合計 2,884,465 3,633,117

資産合計 24,011,191 21,522,358
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,702,947 1,383,677

短期借入金 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 － 250,392

未払法人税等 226,135 176,677

収納代行預り金
※ 14,734,137 ※ 11,362,547

賞与引当金 2,500 298,248

役員賞与引当金 － 14,194

受注損失引当金 1,068 －

その他 820,065 546,400

流動負債合計 17,506,854 14,052,139

固定負債

長期借入金 － 249,608

退職給付引当金 28,874 31,165

役員退職慰労引当金 179,601 187,901

資産除去債務 10,127 10,228

その他 77,900 117,960

固定負債合計 296,504 596,864

負債合計 17,803,358 14,649,003

純資産の部

株主資本

資本金 998,013 1,184,302

資本剰余金 697,869 884,158

利益剰余金 4,484,888 4,713,928

自己株式 △84,146 △84,347

株主資本合計 6,096,624 6,698,041

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 28,158 80,099

その他の包括利益累計額合計 28,158 80,099

少数株主持分 83,050 95,213

純資産合計 6,207,833 6,873,355

負債純資産合計 24,011,191 21,522,358
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 17,205,035 18,112,443

売上原価 14,374,191 15,006,648

売上総利益 2,830,843 3,105,794

販売費及び一般管理費 2,241,475 2,373,786

営業利益 589,368 732,008

営業外収益

受取利息 4,958 2,459

受取配当金 2,662 3,238

持分法による投資利益 341 －

受取手数料 3,862 5,327

助成金収入 500 1,280

投資有価証券売却益 2,189 －

為替差益 4,541 －

未払配当金除斥益 865 459

その他 571 443

営業外収益合計 20,492 13,208

営業外費用

支払利息 411 582

持分法による投資損失 － 1,099

為替差損 － 12,944

営業外費用合計 411 14,627

経常利益 609,449 730,589

特別損失

固定資産売却損 776 －

減損損失 － 648

投資有価証券評価損 5,358 －

特別損失合計 6,134 648

税金等調整前四半期純利益 603,314 729,940

法人税、住民税及び事業税 324,640 368,346

法人税等調整額 △62,459 △75,276

法人税等合計 262,181 293,069

少数株主損益調整前四半期純利益 341,133 436,871

少数株主利益 1,378 12,612

四半期純利益 339,755 424,258
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 341,133 436,871

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,871 51,941

その他の包括利益合計 12,871 51,941

四半期包括利益 354,005 488,812

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 352,627 476,200

少数株主に係る四半期包括利益 1,378 12,612
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　預金、金銭の信託及び収納代行預り金

　現金及び預金、金銭の信託の中には、収納代行サービス事業に係る資金が含まれており、これに見合う以下

の収納代行預り金を流動負債に計上しております。当該収納代行預り金は、顧客の商品又はサービスの利用者

が、コンビニエンスストア等を通して支払う代金を当社が収納し、顧客に送金するために一時的に預かってい

るものであります。

　
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

収納代行預り金 14,734,137千円 11,362,547千円

　　

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日）

減価償却費 255,989千円 280,438千円

のれんの償却額 10,009 10,009
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（株主資本等関係）

 Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日

定時株主総会
普通株式 62,898 14 平成23年12月31日 平成24年３月28日 利益剰余金

平成24年７月30日

取締役会
普通株式 76,376 17 平成24年６月30日 平成24年９月３日 利益剰余金

　　

  Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日

定時株主総会
普通株式 103,332 23 平成24年12月31日 平成25年３月27日 利益剰余金

平成25年７月30日

取締役会
普通株式 91,886 20 平成25年６月30日 平成25年９月２日 利益剰余金

　

　２．株主資本の金額の著しい変動
　当社は新株予約権の行使により、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ
186,289千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,184,302千円、資本剰余金が884,158千
円となっております。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 報告セグメント　 調整額
（注）１　
（千円）　

　

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２　　
（千円）　

　
情報サービス
事業（千円）

収納代行サー
ビス事業

（千円）

計
（千円）　

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,814,873 8,390,162 17,205,035 － 17,205,035

セグメント間の内部売上

高又は振替高
12,571 － 12,571 △12,571 －

計 8,827,444 8,390,162 17,217,606 △12,571 17,205,035

セグメント利益 324,138 255,813 579,951 9,416 589,368

（注）１．セグメント利益の調整額 9,416千円は、報告セグメントが負担する管理部門費の配賦差額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 報告セグメント　 調整額
（注）１　
（千円）　

　

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２　　
（千円）　

 
情報サービス
事業（千円）

収納代行サー
ビス事業

（千円）

計
（千円）　

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,014,996 9,097,446 18,112,443 － 18,112,443

セグメント間の内部売上

高又は振替高
14,794 － 14,794 △14,794 －

計 9,029,791 9,097,446 18,127,238 △14,794 18,112,443

セグメント利益 381,654 335,310 716,964 15,043 732,008

（注）１．セグメント利益の調整額15,043千円は、報告セグメントが負担する管理部門費の配賦差額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　「情報サービス事業」セグメントにおいて、外部へ業務処理等のサービスを提供するソフトウエアの一

部　について、減損損失648千円を計上しております。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 37円81銭 46円07銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 339,755 424,258

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 339,755 424,258

普通株式の期中平均株式数（株） 8,985,449 9,209,319

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 44円97銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 225,300

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）１．平成25年７月１日を効力発生日として普通株式１株を２株に分割いたしました。１株当たり四半期純利

益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、株式分割が前連結会計年度の期首

に行われたと仮定して算定しております。

２．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式はあり

ますが、希薄化効果を有しないため記載しておりません。　　

EDINET提出書類

株式会社電算システム(E21740)

四半期報告書

15/18



（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

　

２【その他】

平成25年７月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………91,886千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年９月２日

（注）　平成25年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成25年11月８日

株式会社電算システム  

 取締役会　御中  

 

 
有限責任監査法人トーマ

ツ　
 

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松井 夏樹 　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古田  博 　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社電算シ

ステムの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社電算システム及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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